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of　the　control　（一　1．3±　19．1　mm），　while　L　I　S　I　was　smal－
ler　（MED：　35．9±15．60，　Love：　37．3±13．20）　and　PA　was
larger　（MED：　25．0±10．50，　Love：　26．7±9．60）　in　LDH
than　control　group　（49．9±9．90　and　17．3±5．10，　respec－
tively）．　At　6－month　MED　postoperatively，　value　of
MED　group　（SVA：一80±21．3mm，　PA：17．8±6．50，
LSA：　35A±7．10，　L　I　S　I：　48．3±9．40），　the　mal－alignment
recovered　to　almost　the　same　level　as　the　control　group．
SVA　correlated　with　the　subjective　symptoms　measured
by　the　JOA　score．　Value　of　Love　group（SVA：16．2±
24．7mm，　PA：20．4±7．50，　LSA：34．3±6．30，　LISI　i
43．8±10．90），　change　in　shape　of　trunk　position　of
anteversion　／　less　lumbar　lordosis　is　left．
　The　sagittal　spinal　alignment　of　preoperative　LDH
had　more　anterior　translation　of　C7　plumb　line，　less
lumbar　lordosis　and　a　more　vertical　sacrum．　MED’s
postoperative　assessment　had　improved　at　trunk　position
of　anteversion，　less　lumbar　lordosis　and　a　more　vertical
sacrum．
（Conclusion］　Measurement　of　these　spinal　parameters
permitted　to　diagnose　the　pathophysiology　in　LDH．
MED　was　more　superior　in　improvement　of　spine
sagittal　alignment　than　Love．
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観血的整復（ピン固定含む）を要した学童期に
おける外傷の検討
（茨城・整形外科）
○木船　史朗、小山　高明、渡辺　　淳
　馬嶋　正和、立岩　俊之、市丸　勝二
【目的】平成17年度から「運動器の10年」の一環と
して学校における運動器検討体制の整備が重要課題
として取り上げられております。小児人口が減少し、
テレビゲームが普及。又、高学歴社会となり、一方向
社会も進み、子供たちは運動不足となり、軽微な外傷
でも骨折を起こす傾向にあります。今回、過去5年間
に観血的整復を要した学童期（7歳～12歳）の症例に
つき検討した。
【対象】過去5年間に観血的整復を要した学童52症
例につき検討を加えた。受傷場所は学校内27例、学校
外25例でほぼ同数。性、年齢による頻度は12歳男子
が13例と最も多く次に10歳とll歳女子が6例ずつ
であった。受傷部位は肘周辺が17例と最も多く、次に
前腕部が9例、大腿部6例、下腿4例であった。校内
ではスポーツ由来が17例であり、内訳としてサッ
カー3、トランポリン2、ドッチボール2、かけっこ2、
野球1、バレーボール1、ミニバスケット1、大縄とび
、新体操1、鉄棒1、跳び箱1、うんてい1であった。
学校外では交通外傷が19例と大半を占めていた。代
表症例を供覧する。
【結果】　1例のみ（大腿骨内側骨折G－IV型）が偽関
節となり骨切り術を行ったが他の症例は全例骨癒合
が得られ変形治癒等は起こしていない。
【総括】校内にてスポーツにより、骨斑を起こす事も
あり、適切な指導下・管理下にて行うことが大切であ
る。学童期における四肢外傷（特に整復を要する骨折）
は将来的に大きく変形する事があり、特に関節近傍の
骨折は早期に正しい解剖学的位置に戻すべきである。
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腰部脊柱管狭窄症の根性痔痛と腰仙椎アライメ
ント
（大学院三年・整形外科学）
○江川誠一郎
（整形外科学）
　遠藤　健司、康　　玉響、Uchqun　Almas
　田中　英俊、小林　浩人、鈴木　秀和
　山本　謙吾
【目的】腰部脊柱管狭窄症（以下LCS）は、加齢的要
因に加えて馬尾症状などの神経症状が脊椎アライメ
ントの変化をもたらすことが知られている。今回の研
究目的は、腰部神経根症の神経症状が及ぼす腰仙椎の
形態的特徴を検討することである。
【方法】2006年以降当科にて非固定除圧手術を行っ
たLCS50例、腰椎椎間板ヘルニア（以下LDH）40
例、対照として正常群40例で、手術前と手術後6か月
以降における全脊椎矢状面アライメントを比較した。
方法は、立位X線にて頚椎C7よりplumblineとSl
椎体上の後上隅角までの距離（以下SVA）、腰椎Ll上
辺と腰椎L5上辺の延長線のなす角度、腰椎前蛮角
（以下LLA）、臼蓋中央とS1椎体上の後上馬匹角のな
す角度、骨盤傾斜角（以下PA）について検討を行っ
た。
【結果】術前の脊椎アライメントは、根型LCS、
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LDH、正常群で、　SVAが37．2±35．67、32．7±46．5、2．29±
25．80　LlSlカミ40．1±12．44、36．7±145、49，2±9．81。　PA
が22．9±5．36、25．1±9．0、17．5±5．24。術後は根型LCS、
LDHでSVAが31．0±30．0、6．7±27．7。　LISIが41．0±
ll．8、44．8±10．8。PAが18．7±5．56、21．3±7．0であった。
統計学的処理を行うと、手術前の脊椎アライメント
は、根型LCS、　LDHでともに正常群に比較して腰椎
前蛮減少と骨盤後傾で有意差を認め、術後は、母型
LCSで腰椎前蛮不変、骨盤傾斜の改善を、　LDHで腰
椎前湾・骨盤後傾の改善を認めた。
【考察】LDHでは腰椎前蛮が減少、時として疹痛性
側蛮が発生じることが知られている。今回の結果よ
り、根性疹痛に対する姿勢変化は、LDHでは腰椎・骨
盤の両方で行うのに対し、根型LCSでは骨盤後傾の
みで行われていた。LCSでは椎間板、椎問関節の変性
による腰椎可動性低下が背景にあり、股関節と骨盤の
動きによる姿勢変化が行われ、根性LCSの疹痛予後
に生来の骨盤傾斜が影響する可能性が考えられた。
【結語】三型LCSの根性痺痛は、腰椎アライメント
に与える影響は少なく、骨盤傾斜によって痺痛回避を
行っている可能性があった。
Pl－15．
入院患者に持参薬を使用することによる経済効
果
（薬剤部）
○藤塚　一行、明石　貴雄
（東京薬科大学）
　堺智津子、野口雅久
　※東京薬科大学大学院　病原微生物学教室
　平成20年目l月10日～15日の1週間に、薬剤師が
担当している病棟で持参薬を服用していた入院患者
と、新たに入院し持参薬を服用することとなった患者
を対象として、持参薬を薬価ベースに変換し、持参薬
を使用した金額と、薬を持参してきていても新たに処
方されて持参薬を服用しなかった金額を計算し、持参
薬使用による経済効果を調査した。
　持参薬を使用した患者は調査期間中に295名おり、
1週間で使用した金額は1，208，153円となった。また、
持参薬を使用しなかった患者は22名おり、47，659円
の持ち出しとなった。持参薬使用率は薬価ベースで
96％であった。持参薬を1ヶ月使用したとすると、約
480万円、1年で約5，760万円の利益となることが判明
した。
　また、その中から6病棟（11東、13東、15東、16東、
17西、18西）を選び、調査期間中の全ての入院処方と
持参薬の比率を計算したところ、持参薬使用比率は
26％となった。
　当院では、薬剤師が持参薬を確認し、適切に使用し、
安全に管理することは薬剤師の業務となっている。薬
剤師の業務は見える形として表に出てこないことが
多い。今後はそれらを調査し、目に見える形として評
価を行い、業務に反映させていきたい。
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東京医科大学病院におけるがん化学療法レジメ
ン審査の現状
一レジメン審査委員会外来化学療法センター部
会活動報告一
レジメン審査委員会外来化学療法センター部会
（薬剤部）
○宮松　洋信
（部会委員長）
　木村　之彦
（部会副委員長）
　河野　範男
（内科学第一）
　吉田　　強、木口
（内科学第四）
　祖父尼　淳
（外科学第一）
　長瀬　清亮
（外科学第三）
　和田　建彦
（乳腺科）
　山田　公人
（産科婦人科学）
　西　　洋孝
亨
【目的】　より有効で、かつ安全性の高いがん化学療法
を行なうには、標準的ながん化学療法の提供が不可欠
である。『抗がん薬の投与量、投与スケジュール、治療
期間を示した治療計画』であるレジメンを一元管理す
る目的の一つである。2008年4月の診療報酬改定で
は、施設基準に「実施される化学療法の治療内容の妥
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